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地域おこし協力隊配置要望書 

 

地

域

の

目

標 

 峰方地区 4 集落の人口は 180 人、高齢化率約 60%と市内でも過疎・高齢化が進んでおり、

特に農業後継者不足が大きな課題となっています。 

 20 代～40 代の働き盛りの若者が、地域の里山の自然という財産を生かし、農業や林業など

の仕事を 6 次産業化や体験交流など現在の技術や方法で引き継ぎ、それらを主な生業として

生活しています。そして、そのことが里山の自然保護及び、荒廃を防ぐとともに地域社会の継

続につながると考えます。 

任期中に自分が作り上げた組織やシステム、または地域に浸透した組織（蓬平組合、松代や

ぶこざきの会）などに属し、さらに活動を発展させ生業としてもらいたいです。 

隊

員

に

し

て

欲

し

い

仕

事 

【全隊員共通の活動】 

 ◆地区との関係づくり 

 ・道普請のほか、各種集落行事に参加すること 

 ・地区の活動を支援するなかで、地区への理解を深めること 

 ・地区で何か困りごとがあれば、親身になって相談に乗り、可能であれば支援すること 

【峰方地区の活動支援】 

  

 目標（地区の将来像） 今、協力隊がやるべきこと 活動比率 

1 農業後継者不足の解消 

・蓬平生産組合の支援 

 米の生産やブランディング、販売促進の支援 

・農林業を生業として続ける方策の検討と実施 

 現在の技術や方法を用いて、6 次産業化や体

験交流事業化などを考える 

60％ 

2 地域経済の活性化 

・松代地域や峰方地区に経済効果をもたらす方

法の検討と実施 

・芸術祭と地域のパイプ役となり、交流を拡大

する 

・松代やぶこざきの会の支援 

 アウトドア里山体験、キャンプ場、交流事業

の支援 

20% 

3 
地域の空気を明るくす

ること 

・地域活動に参加して、明るく会話すること 

・高齢者世帯の農作業などの支援 

・独居高齢者の生活支援（福祉的活動など） 

20% 

【その他の活動】 

 ・地区で暮らすための技術の習得 

 （豪雪地での暮らし方、山間地での暮らし方、営農技術など） 

理

想

の

隊

員

像 

□向いている人柄、必要なスキル 

・健康でコミュニケーションが図れる人 

・自然が好きで、田舎が好きで、そこに住むことでアイデアを持てる人 

・行動力があり、よいアイデアを現実にできる人 

 

地域の人に信頼されていれば、自ずと道は開け、  

皆が手を差し伸べます。そういった人が成長できるよ

うなフォローを地域としておこなっていきます！ 
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隊員年間活動計画 

 

期間 具体的な活動概要 

第１期 

４月 

 

５月 

６月 

第２期 

７月 

 

８月 

９月 

第３期 

10月 

 

11月 

12月 

第４期 

１月 

 

２月 

３月 

 

 

田植 

草取り 

苗出し 

稲刈 

草刈り 

溝切り 

草刈り 

代掻き 

代掻き 

蓬平生産組合 

販促・ブランディング 

商品開発 

新米イベント 

やぶこざきの会（Yabukozaki Outdoors） 

 里山体験プログラム開発・販売  

各集落の老人会参加 

地域の会の活動参加 

蓬平盆踊り参加 

各集落の道普請参加 

あいさつ回り 

集落へ馴染む活動 

各集落の道普請参加 

収穫祭参加 

各集落冬囲い支援 

要援護世帯要望確認 

 

公共物道付け、雪掘り 

援護世帯道付け雪掘り 

バックカントリー 

冬の陣出店 

スノーシュー 

紅葉 

キャンプ 

収穫体験 

田舎体験 

山菜ツアー 

ブナ林 

蛍 


